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19世紀の和人探検家・松浦武四郎は、「北

海道」と改称される直前のアイヌモシㇼ

（現在の北海道島、サハリン島、クナシリ

島など）を精力的にめぐり、膨大な記録

を残しました。尻別川を主舞台とする『報

志利辺津日誌（丁巳東西蝦夷山川地理取

調日誌）』もそのひとつ。開拓政策による

大改変が始まる前、流域はどんな景観・

生態系・生活空間だったのでしょう？　

アイヌの暮らしは？　武四郎の記述に触

れながら、尻別川の未来を考えます。
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